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期の血柴ヒスタミン濃度は 5.1 1 ng/ml ，血築トリプター
ゼ濃度は 8.0 ng/ml と上昇を認めた一方，非特異的 IgE









7. 劇症型心筋炎を 2 度発症し救命し得た 1例
(東医療センター 1卒後臨床研修センター内科，
3心臓血管診療部病理診断科) 0 小泉元彦1.
松居-11~? ・ 0中嶋俊2 ・中岡隆志2 • 
河村俊治4 ・佐倉 宏2 ・布団伸一3





大量ガンマグロプリン投与， IABP ， PCPS を導入した.
入院 2 日目に施行した心筋生検結果および臨床症状から
劇症型心筋炎の再発と考えられた.循環動態は緩徐に改











小児科 o生形盟1 ・0 小暮智仁
杉山 央3 ・関口治樹2 ・鈴木敦2 ・芹津直紀
鈴木豪2 ・志賀 剛2 ・朴仁三3 ・萩原誠久2
症例は 86 歳女性. 205 年 (75 歳時)に大動脈弁閉鎖
不全症，胸部大動脈癌に対して大動脈弁置換術，上行大
動脈置換術を施行された術後経過は良好であったが
201 年頃から労作時呼吸困難感が出現し， Sp0290% と
低酸素血症を認めた.精査を施行したが，原因不明であ























管外 科 感 染 症 科 血 液 内 科) 0 大川拓也1.
。菊池規子2 ・庄田守男 2 .谷野紗恵 2 • 
鈴木敦2 ・芹津直紀2 ・志賀 剛2 • 
萩原誠久2 ・斎藤 聡3 ・山崎健二3 • 
菊池 賢4 ・篠原明仁5 ・田中淳司5
症例は 78 歳男性. 203 年 10 月 (65 歳)，完全房室ブ
ロックに対して恒久的ペースメーカ植え込み術を施行し
た.これまで 204 年 7 月， 9 月， 207 年 1月， 6 月に
ペースメーカポケット感染を併発し，姑息的手術を施行
した. 207 年の術中抗酸菌培養より Mycobacterium che-
lonae が検出され，クラリスロマイシンの長期内服を行っ
た.しかし 2016 年 7 月にポケット感染が再燃した.血
液培養は陰d性だ、った. とくに症状はなかったが，術前精
査中に突然血小板数が2.3 万/μl まで低下しその後4千/
μl まで低下し特発性血小板減少症 (ITP) の診断に至っ
た.約 1 ヵ月のステロイド治療を行い，血小板数が 10
万/μl 以上になった時点で，開胸・関心下ペースメーカ
全抜去術を行った.術中の創部培養，ペースメーカリー
ドから多剤耐性の Mycobacterium chelonae が検出された.







10. Thyroid-like folicular renal cel carinoma (TLF-
RC) の1伊j
e卒後臨床研修センター病理診断科泌尿器
科 o木村美和1 ・山本智子2 • 
高木敏男3 ・近藤恒徳3 ・0 長嶋洋治2
〔はじめにJ TLF-RC は腎細胞癌新規組織型で，コロ
